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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

企画部 

財務調整課 

 

 

出前講座 

「加古川市の台

所状況」 

 

 

財務調整課では、情報公開として財政状況の公表などを進めており、市の

ＨＰに類似団体との比較など財政状況を公表しています。今後も引き続き、

ＩＲ活動として出前講座を開催します。 

 

   

１ 対  象   参加者が 10 名以上の町内会、市民団体、学校園等 

２ 内  容   加古川市の財政状況、三位一体改革などの制度について 

社会科、総合学習等で予算の仕組み、税の仕組みなどの説明 

３ 広  報   広報かこがわ、市のＨＰ 

４ その他   学校園以外は資料代として印刷代等実費徴収 

 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

 

担当：予算係 

TEL ：079-427-9116 

男女共同参

画センター 

女性のための就

職応援会 

【趣旨】女性の就業状況を見ると、非正規雇用が半数を占め、結婚・出産を機に

7 割が離職するも再就職が困難といった働く意欲のある女性の希望がかなえられ

にくい状況があります。 

   一方、少子化の進展や団塊世代の引退等により、労働力不足が懸念されており、

女性の労働力を活用することが重要な課題となっています。 

  このような状況を踏まえ、就職を希望する女性を支援するため、「女性のための

就職応援会」を開催します。 

 

【内容】  就職支援セミナー、就業支援相談会、合同就職面接会 

 

【その他】女性の働き方や雇用の現状などをテーマとするセミナーや、女性のた

めの就業相談、母子家庭の母等の相談、保育園・児童クラブの相談などきめ細や

かな相談コーナーを設けるなど、女性の就職への一歩を後押しするものです。 

不定期。 

22年度は3回程度開

催する見込。 

担当：男女共同参画

センター 

TEL：079-424-7172 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

男女共同参

画センター 

チャレンジショ

ップ＆講習会 

【趣旨】  男女共同参画センターでは、男女を問わず一人ひとりが持っている

個性や能力を十分に発揮できる社会をめざしています。 

  自分の得意なことを人前で披露しようとチャレンジする方を支援するた

め、発表の場を提供します。 

 

【内容】①手作り作品・加工食品の展示・販売 

手芸、アートなど得意なことをマイショップ形式で出店 

②講習会（市民講師セミナー） 

手芸、昔遊び、折り紙などの講習 

 

【実施場所】加古川市男女共同参画センターオープンスペース 

 

不定期。 

22 年度は 3 回程度

開催する見込 

担当：男女共同参画

センター 

TEL ：079-424-7172 

総務部 

総務課 

 

出前講座 

「後世に語り継

ぎたい～平和へ

の願い」 

わが国が被爆してから、64 年が経過し、平和が当たり前のものと思われて

います。そんな今の時代だからこそ平和の大切さを再認識し、戦争や被爆体

験を若い世代へ継承していくことが求められています。 

本市では昭和 57 年に「核兵器廃絶宣言都市」を宣言し、積極的にさまざま

な平和事業を行っています。 

その一環として、実際に戦争を体験された「かたりべ」の方にお願いし、

より多くの人々へ語り継いでいく機会の提供を行います。 

 

１ 対 象 者   小学 4年生以上の加古川市民団体 

２ 場    所   申請団体が指定するところ 

３ 講演内容   被爆体験者による「かたりべ」講話 

４ そ の 他   事務局所蔵のビデオ・ＤＶＤ放映・パネルなどの展示 

随時(申込みを受

け、日程調整のうえ

実施) 

担当：総務・統計係 

TEL ：079-427-9135 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

危機管理室 出前講座 

「防災講座の実

施」 

 地域の防災力の向上を図るため、防災講話や災害図上訓練ＤＩＧなどの出

前講座を実施します。 

 

○ 災害図上訓練ＤＩＧについて 

  災害図上訓練ＤＩＧ（ディグ）とは、Disaster（災害）、Imagination（想

像力）、Game（ゲーム）の頭文字を取って名付けられた住民参加型の防災訓

練です。ＤＩＧは、地図を囲んだ作戦会議とも言われ、参加者が主役とな

って、地域を再確認し、災害発生時の課題を検討していきます。 

 ※ ＤＩＧの実施にあたって危機管理室が支援すること 

  ・ 訓練に必要な資機材（地図やマジック等の消耗品）の準備 

  ・ 訓練説明と訓練の進行 

  ・ その他防災に関する講義 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

 

担当：危機管理室 

TEL ：079-427-9717 

税務部 

市民税課 

資産税課 

収税課 

納付対策課 

 

出前講座 

「暮らしと税に

ついて」 

 

税制改正の影響等により、毎年のように税の仕組みが変わっています。し

かも制度が複雑なため、わかりにくい面があるのは否めません。 

各講座で市民に市の自主財源である市税の制度全般についてわかりやすく

解説することにより、税務行政に対する理解を深めていただくとともに、納

税意識の高揚を図ります。 

 

１ 対  象  参加者が 10 名以上の町内会、市民団体等 

２ 内  容  「仕事と住民税」「不動産と固定資産税」「市税の納付」など市税

に係る各種テーマによる講座 

３ 広  報  広報かこがわ、市のＨＰ、窓口掲示等でＰＲ 

４ 講  師  税務部職員 

 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

 

 

担当：収税課税制係 

TEL ：079-427-9160 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

市民部 

生活・交通

安全課 

 

 

 

消費生活出前講

座 

 

 

 

加古川市消費生活センターで相談を受けた消費生活でのトラブル事例や悪

質商法の対処法について、学校、地域団体、市民団体などが主催する学習会

等で説明し、消費者としてトラブルに遭わないように必要な知識を身につけ

る機会を提供します。 

 

１ 場  所    申請団体が指定するところ（公民館など） 

２ 内  容    講演（最近の事例、契約、クーリング・オフの方法）、○×ク

イズ、寸劇など 

３ 講  師    消費生活相談員 

４ 受  付    各団体（参加者 10 名以上）からの申請により随時実施 

５ その他    チラシ等でＰＲ 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

 

担当：市民相談係 

TEL ：079-427-9120 

市民課 

 

 

住民基本台帳カ

ード出前申請受

付 

 

 

住民基本台帳カードは、公的な身分証明書（顔写真つきカードの場合）とし

て、また、証明書自動交付機を利用することによって、住民票の写し、印鑑

登録証明書、所得課税証明書が取得できるなど利便性が高いものとなってい

ます。 

そこで、公民館事業である高齢者大学等に出向き、現地で住民基本台帳カ

ードの交付申請の受付を行います。 

 

１ 対象  参加者が 50 名以上程度の公民館事業 

２ 内容  住民基本台帳カードのＰＲ及び現地での交付申請受付（写真撮影 

 を含む） 

公民館事業と調整

し、日程調整のうえ

実施 

 

 

担当：住民記録係 

TEL ：079-427-9185 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

地域振興部 

ウェルネス

推進課 

 

 

第 2 回バンディ

オンセ加古川サ

ッカー教室 

 

 

 

平成 18 年度より実施しているスポーツメッカづくり創出事業として、「す

る・みる・ささえる」スポーツコミュニティーの形成を図るとともに、競技

スポーツの底辺拡大を図っています。Ｊリーグを目指すサッカークラブのバ

ンディオンセ加古川を講師に招き、一流選手による教室を開催することによ

り、サッカー競技の底辺拡大を図ります。なお、バンディオンセ加古川の地

域貢献活動として、講師派遣については無料となっています。 

 

１ 場 所 日岡山公園グラウンド 

２ 内 容 サッカー教室 

３ 講 師 バンディオンセ加古川の監督、選手 

４ 対 象 加古川市サッカー協会、加古川総合スポーツクラブ（サッカー

       種目を開設しているクラブ）に所属する小学 5、6 年生約 100 名

５ その他 一般募集はしない 

未定（調整がつき次

第実施予定） 

担当：ウェルネス推

進課 

TEL ：079-427-9180 

商工労政課 イルミネーショ

ン貸出事業 

「イルミ DE 

ファンタジー」 

 

商工労政課では、加古川市が保有するイルミネーション用の電球・設備の

有効活用を目的に、市内商工業者及びボランティア団体等へ無償で貸出し、

街の賑わいや商業の活性化の一助となるよう、引き続き事業を実施します。 

 

１ 貸 出 先   加古川市に住所を有する商工業団体及びボランティア団体等 

               

２ 実施場所   市内全域 

                           

３ 内    容   民間主催によるイルミネーション事業実施に係る、電飾及び 

              付随設備の無償貸出し 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

担当：商工活性化係 

TEL ：079-427-9756 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

商工労政課 

 

 

わがまちかこが

わ 60選紹介 DVD

上映事業 

 

 

 

  市政 60 周年を記念して選定した「わがまち加古川 60 選」について、現在

制作中の紹介 DVD の一部を加古川市民ギャラリーで一部上映することで、加

古川市内の観光資源の魅力を広く発信します。 

  また、会場内では「わがまち加古川 60 選」写真パネルの展示や「わがまち

加古川 60 選」紹介パンフレットの配布、DVD 活用方法などのアンケートも実

施します。 

平成 23 年 3 月実施

予定 

 

 

担当：観光振興係 

TEL ：079-424-2190 

農林水産課 出前講座 

「水田経営所得

安定対策（品目

横断的経営安定

対策）について」 

水田経営所得安定対策（品目横断的経営安定対策）は、平成１９年度より

新たに始まった国の施策です。輸入麦・輸入大豆との生産条件格差を緩和す

るための対策と、米・麦・大豆の価格変動による影響を緩和するための対策

があり、一定の要件を満たす集落営農組織、認定農業者が加入の対象となり

ます。 

 

 対策加入者及び加入を目指す農業者に対し、制度の内容等の説明、各種手

続きのサポートを行います。 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

担当：振興係 

TEL ：079-427-9227 

農林水産課 出前講座 

「農業全般につ

いて（営農組合

の立ち上げ・法

人化、生産調整

等）」 

 「地域で営農組合を立ち上げたい」「営農組合を法人化したい」「生産調整

の仕組みが知りたい」等、農業に関する各種相談に対し、各地域の実情に応

じ、担当者が説明を行います。 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

 

担当：振興係 

TEL ：079-427-9227 



平 成 ２ ２ 年 度 ゼ ロ 予 算 （ Do the Best ） 事業 

7 

実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

環境部 

環境政策課 

環境教育出前講

座 

地球の環境から身近な環境まで１２のメニューを用意し、依頼があれば学校や地

域に職員が出向き環境教育を行います。 

  

  （メニュー） 

・電気エネルギーと環境問題（関西電力協力） 

・ガスエネルギーとゴミ問題（大阪ガス協力） 

・新エネルギー地球環境問題（大阪ガス協力） 

・ENEOS わくわく環境教室（新日本石油協力） 

・電池を使って環境教育をしませんか（三洋電機協力） 

・エコ工作教室（牛乳パック工作、食廃油で石鹸、ろうそく作り） 

                （地球温暖化防止推進員協力） 

・地球温暖化・身近な環境対策（地球温暖化防止推進員協力） 

・大気環境について 

・水環境について 

・水生生物調査 

・緑のカーテンで環境学習 

・加古川市の自然 

メニューによっては、県が委嘱の地球温暖化防止活動推進員さん、関西電力、大

阪ガス、新日本石油の職員さんに協力していただく予定です。（経費は無料です。）

平成 22 年４月１日

（この事業は、平成

１５年度より実施

しています） 

担当：環境政策係 

TEL ：079-427-9769 

福祉部 

高齢者・地

域福祉課 

 

出張講座 

「よくわかる社

会福祉制度」 

 

社会福祉制度についてもっと知っていただくため、出張講座を実施します。

福祉部の職員が市民の皆さんのもとへ伺い、社会福祉サービスや施策など

をわかりやすく説明するとともに、皆さんのご意見をお聴かせいただきます。

 

１ 対  象   市内に在住・在勤または在学しており、参加者がおおむね 10 名

以上の町内会・自治会、企業、サークルの集まりなど 

２ 内  容   社会福祉制度に関すること 

◇内容の例 

・介護保険と高齢者福祉施策について 

・障害者福祉について 

・健康づくりについて 

・児童福祉・母子福祉（手当や助成制度）について 

随時（希望する日の

おおむね１ヶ月前

までに、各団体から

の申込書を、郵便、

ファックス、電子メ

ールまたは直接持

参により高齢者・地

域福祉課で受け付

け、担当課と調整の

うえ実施） 

 

担当：地域福祉係 

TEL ：079-427-9205 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

・児童虐待への対応等について 

・子育て支援施策について  

３ 実施日   原則として平日としますが、土・日、祝日についても可 

実施時間帯はおおむね午前 10 時から午後 9時までの間 

（２時間以内） 

４ 場  所   申請団体が指定するところ 

５ その他   営利、宗教、政治活動を目的とするもの、もっぱら苦情、陳情

及び交渉を目的とするものは対象としません 

 

高齢者・地

域福祉課 

認知症サポータ

ー養成講座開催

支援 

平成 17 年度より厚生労働省は「認知症を知り地域をつくる 10 ヵ年」キャ

ンペーンを開始し、その一環として、「認知症サポーター」の養成を進めてい

ます。認知症に関する正しい知識と理解をもつ「認知症サポーター」の養成

は自治体が事務局となり、職域団体等と協力して養成講座を開催することと

なっています。市では「認知症にやさしいまちかこがわ～地域のみんなが応

援団～」をキャッチフレーズに認知症対策に取り組んでいます。養成講座の

講師役となる「キャラバン・メイト」を市事務局で把握・管理し、認知症の

方やその家族を見守る応援者である「認知症サポーター」の養成講座の開催

を支援しています。「認知症サポーター」を多数養成し、認知症の方やその家

族が安心して暮らしやすいまちづくりをめざします。 

 

１ 場 所    申請団体が指定するところ（町内会、学校、企業等） 

２ 内 容    講演、ビデオ鑑賞等 

（具体的内容はキャラバン・メイトの裁量による） 

３ 講 師    キャラバン・メイト 

４ 受 付    各団体からの申請により随時実施 

５ その他   ホームページでＰＲ 

            資料代等は申請団体が負担（資料の利用は必須ではない） 

随時（申請団体が指

定する日時） 

担当：地域保健支援

係 

TEL :079－421-2044 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

こども課 

 

子育て応援相談

メール事業 

 手軽で広く普及している携帯電話を利用して、メールで簡単に相談できる

携帯サイトを運営し、子育てに関する様々な悩みを持った親からの心配事や

相談を広く受け付け、アドバイスを実施します。 

 

１ 対  象   子育てに悩みを抱える親（主に若年層） 

２ 内  容   携帯電話からの子育てに関する相談メールを受け付け、担当者

がポータルサイトを通じて、迅速に回答します。 

３ その他   広報かこがわ、加古川市ＨＰ等にサイトのＱＲコードを掲載す

るとともに、窓口での母子健康手帳交付時にも来課者に対して

普及を図ります。 

随時 担当：家庭支援係 

TEL ：079-427-3073 

建設部 

公園緑地課 

落ち葉の堆肥化 公園緑地課で管理する日岡山公園では、一年を通して落ち葉が多く発生し、

現在焼却処分をしています。これらを、昨今の環境保護の点から堆肥化を行

い、市民の方々に配布し、使用してもらう事で有効利用を図るとともに、環

境の保護、緑化意識の啓蒙を推進します。 

 

１ 対象   フェスティバル開催時配布 

公共事業での利用 

２ 内容   日岡山公園内の落ち葉の利用 

フェスティバルでの残土の再利用 

３ 広報   広報かこがわ 

 

フェスティバル開

催時 

担当：管理係 

      公園係 

TEL ：079-427-9271 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

出前講座 

「はじめての都

市計画」 

 

 

本市の将来都市像である「ひと・まち・自然がきらめく清流文化都市 加古

川」を実現するため、よりよいまちづくりに向けた都市計画制度の概要と、

現在までの具体的なまちづくり事例について講演会等で紹介します。 

 日頃、あまり考える機会の少ない都市計画について、わかりやすく説明す

るとともに、機会あるごとに講演会等を実施し、都市計画に関する興味や疑

問について出来る限りお答えしていきます。 

 

１ 場所  申請団体が指定するところ（学校、公民館等を予定） 

２ 内容  講演会（都市計画制度、地区計画等の取組み） 

３ 講師  都市計画職員 

４ 受付  各団体（参加者 10 名以上）からの申請により随時実施 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

 

 

担当：都市計画係 

   都市政策係 

TEL ：079-427-9268 

   079-427-9269 

都市計画部 

都市計画課 

 

 

「田園まちづく

り地域」空き

家・空き地情報

の提供 

本市では、市北部の市街化調整区域における少子高齢化、人口減少などの

諸問題に取り組むため、地域の魅力を活かして地域コミュニティの活性化等

を図る「田園まちづくり制度」によるまちづくりを進めています。 

対象地区内の移住や住宅の建築等が可能な物件情報を募集し、対象区域へ

の定住を考えている方を対象に市ホームページにて公開します。個人情報を

含む情報については市に閲覧申請書を提出して認定された方を対象に紙面で

提供します。 

この制度を利用して、当該地域における空き家等の有効活用を図り、もっ

て地域コミュニティの維持、都市との交流拡大及び地域の活性化を図ります。

 

１ 対象地区   加古川市田園まちづくり制度における地区まちづくり計画を策定

した地区 

○八幡町（宗佐・下村・中西条） 

○上荘町（薬栗・小野・都染・国包） 

○志方町（高畑・横大路・西中） 

○平荘町（神木） 

２ 内容 移住や住宅の建築等が可能な物件情報を市ホームページで公開 

３ 募集方法 「空き家・空き地情報掲載申請書」による申込 

随時 担当：田園まちづく

り係 

TEL ：079-427-9418 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

市街地整備

課 

「東加古川花い

っぱいステーシ

ョン」 

～花のコラボレ

ーション～ 

ＪＲ東加古川駅北広場周辺を花などによりうるおい溢れる空間づくり、ま

た、周辺地域で学ばれている高齢者や高校生のコラボ（共同作業等）により、

世代間交流やまちでの作品展示等の機会提供を通して、まちを大切にする心

づくりや市民文化の高揚に資することを目指します。 

東加古川駅の駅北広場と駅北線の残地を提供し、兵庫県いなみ野学園の学

生がテーマ付けて作成した陶板を張ったプランターを設置するとともに、そ

のケース内に兵庫県立農業高等学校生により四季の花等の植栽をした内ケー

スを入れ、両者が共同して維持管理を行う。 

また、兵庫県立農業高等学校生により東加古川駅北線のポケットパークの

設計、施工、維持管理を実施します。 

兵庫県立農業高等学校と兵庫県いなみ野学園に、まちづくりやボラン 

ティア等の社会協力の一環として、また合わせて学習成果の発表の場所等を

提供するものです。２０年度には別紙プランターを兵庫県いなみ野学園に搬

入しておき、学生がテーマに基づき作成、貼り付けを行う。内側ケースは兵

庫県立農業高等学校に搬入しておき、四季の花等を学生が植栽する。両方を

合体させて駅北広場の適所に配置する。 

平成 20 年度より順

次実施予定（期間約

３年間を予定） 

市街地整備課 

TEL ：079-427-3178 

兵庫県いなみ野学園

事務局長 

兵庫県立農業高等学

校長 

建築指導課 

 

出前講座 

「耐震意識の向

上」 

 

建築指導課では、耐震意識の向上を図るため、市内小・中学生向けの出前

講座を開催します。 

 

１ 対  象   市内小学校、中学校 

２ 内  容  ①地震による被害～阪神淡路大震災を振り返る 

例    ②次の大地震にどう備えるか 

③明石高専版防災学習教材（木造模型、室内模型）の紹介 

④防災クイズ（○×，選択肢問題） 

⑤質疑応答 

３ その他  ①市内小・中学校校長会などを通して募集。 

②明石高専ではボランティアとして各種出前講座を実施してお

り、明石高専の耐震関係の出前講座等を活用して実施する。 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

 

担当：調査監察係 

TEL ：079-427-9263 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

下水道部 

下水道経営

管理課 

出前講座 

｢下水道をもっ

と知ってもらお

う｣ 

 下水道施設は、地下に埋設されているため、人目につきにくく地味な存在

ではありますが、その役割は、生活環境の向上、河川等の水質保全、浸水対

策など地球環境や市民の安全な暮らしを支える大切な役割を担っています。

 普段目にすることがない下水道施設や処理水の体験等をとおして、市民の

皆様に水洗化の普及促進と下水道事業への理解を深めていただくため、出前

講座を実施します。 

 

１ 内容 

・水洗化を検討している住民への排水設備工事の概要説明、水洗トイレ改

造費助成制度、融資斡旋制度の説明及びＰＲのための個別相談 

・人口集中地区で水洗化による生活環境向上の効果の高い地域において住

民と行政が協働した水洗化の啓発 

・下水道の日（９月１０日）に合わせた下水道施設の見学等 

２ 広報 

 ・広報かこがわ、地元町内会を通じて周知 

 ・市公用車ボディー広告（マグネットパネル）による啓発 

 ・懸垂幕による下水道の日（９月１０日）ＰＲ 

随時 担当：経理係 

TEL ：079-427-9286 

加古川市民

病院 

「糖尿病教室」   糖尿病の患者・家族および糖尿病に関心のある方に糖尿病についての知識

を学んでいただくとともに、食事会やお茶会を通じて食事療法の実際を学び、

体得していただくことを目的に、治療法・予防法を中心とした講座を開設し

ます。 

 

１ 対 象  糖尿病の患者とその家族、糖尿病に関心のある人 

２ 内 容  糖尿病とは、糖尿病の合併症とは 

          食事会など 

３ 広 報  広報かこがわ、市民病院のＨＰ 

４ その他 飲食代など実費徴収（100 円～500 円） 

4 月から 3月まで 

毎月１回年間１２

回 

担当：内科外来 

TEL ：079-432-3531

㈹ 

 



平 成 ２ ２ 年 度 ゼ ロ 予 算 （ Do the Best ） 事業 

13 

実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

加古川市民

病院 

「両親学級」 地域の周産期母子医療センターとして、少しでも安心した妊娠生活を送れ

るよう、また、元気な赤ちゃんを出産し母乳で育てていただけるように両親

（当院で出産予定の方）を対象とした講座を開設します。 

 

（プログラム内容） 

 第 1 期 妊娠初期（妊娠 8～16 週ごろ） 

        妊娠中の生活や栄養・注意点など 

 第 2 期 妊娠中期（妊娠 16～24 週ごろ） 

        お産の準備や妊娠体操 

        当院実施の完全母子同室と母乳育児について 

 第 3 期 妊娠後期（妊娠 24～36 週ごろ） 

        お産の経過や呼吸法 

        乳房の手入れ、赤ちゃんについて 

（講  師）産婦人科医師、小児科医師、管理栄養士、助産師等 

（受講料）1,000 円（テキスト代） 

毎週木曜日（ただし

第５木曜日を除く）

午後 1 時 30 分から

午後 3時 30 分まで

担当：産婦人科外来 

TEL ：079-432-3531

㈹ 

加古川市民

病院 

「健康講座」 地域の中核病院として、広く地域の住民の皆さんに健康についての知識を

深めていただき、よりいっそう快適な生活をおくっていただくことが市民病

院の使命の１つであるという趣旨により、平成 14 年から実施しています。 

毎回さまざまなテーマを設定し、市民病院の医師を中心に看護師や薬剤師

などが講師を務め、年４回を目標に実施しています。 

広く市民を受講対象者として、広報かこがわに募集記事を掲載するととも

に、院内をはじめ市内の公共施設にポスターを掲示するなどして広報してい

ます。毎回 50 名前後の受講者が集まっています。 

概ね、６月、９月、

12 月、２月に各１

度 

担当：総務課 

TEL ：079-432-3531

㈹ 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

水道局 

経営管理課 

 

 

 

すいどう出前講

座 

 

 

 

加古川市水道局では、お客様に水道事業について理解を深めていただくととも

に、水道に親しみを持っていただくために、水道局職員がお伺いして水道の話を

する「すいどう出前講座」を引き続き実施します。 

 

１ 対象   お客様、学校、町内会、各種団体並びに事業者及びその従業員で

５名以上が集まる団体及びグループ 

２ 場所   申請団体が指定するところ（学校・公民館等） 

３ 内容   水道事業に関すること 

テーマ例 

「水道水ができるまで」「水道料金のしくみ」 

「水道の経営について」「水道の水質」等 

４ 講師   水道局職員 

５ 広報   水道局ホームページでＰＲ 

水道週間(６月１日～７日)に各小学校に文書で広報 

 

随時（申し込みを受

付け、日程調整のう

え実施） 

担当：経営係契約担

当 

TEL ：079-427-3617 

 

消防本部  

警防課 

中央消防署 

東消防署 

 

自主防災組織指

導育成 

阪神・淡路大震災のような大規模災害時には、火災、家屋倒壊が同時に多

くの場所で発生し、消防機関等の公的防災機関だけでは十分対応できず、地

域住民による自主的な消火活動や救出・救護活動等が必要不可欠であり、大

きな効果を発揮します。 

 そこで本市においては、平成９年度から結成された自主防災組織を対象と

して、その体制や機能の一層の強化を図るため、各種訓練を通じて指導育成

を推進するものです。 

 

１ 対象  自主防災組織 

２ 場所 申請団体が指定する場所 

３ 内容 消火訓練、避難訓練、救急訓練、救出救護訓練、学習会等を実施する。

 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

事業内容に関するお

問い合わせは、 

・計画係 

079-427-6538 

 

受付は、 

・中央消防署 

  079-427-0119 

・東消防署 

079-426-0119 

・防災センター 

  079-423-0119 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

応急手当の普及

啓発 

救急要請から救急隊が現場に到着するまでに要する時間は、平成２１年の

加古川市消防本部管内において平均７分１３秒かかっており、この間に現場

に居合わせたバイスタンダー（一般市民）による応急手当が適切に実施され

れば、救命率の向上に大きく寄与すると考えられています。 

 そこで本市においても、バイスタンダーによる応急手当の実施を促進する

ため、心肺蘇生法を中心とした応急手当の普及啓発活動を実施するものです。

 

１ 対象  消防本部管内（加古川市、稲美町、播磨町）の住民、各種学校関

係、町内会、福祉施設関係 

２ 内容  一般市民への応急手当普及啓発活動は、普通救命講習会（３時間

受講）、上級救命講習会（８時間受講）、応急手当普及員講習会（24

時間受講）、一般講習会があり、消防本部では、普通救命講習及び

上級救命講習の修了者を「市民救命士」とする救命講習を推進し

ます。 

３ 場所   申請団体の指定する場所（一般公募は防災センター） 

４ 講師   救急隊員（救急救命士等） 

５ 受付   一般公募（30 名/13 回/年） 

各団体からの随時受付（9,000 名/年） 

一般公募（13回/年）

及び随時（申し込み

を受け、日程調整の

うえ実施） 

事業内容に関するお

問い合わせは、 

・救急救助係 

079-427-6539 

 

受付は、 

・中央消防署 

  079-427-0119 

・東消防署 

079-426-0119 

・防災センター 

  079-423-0119 

消防本部 

予防課 

中央消防署 

東消防署 

出前講座 

「火災予防広

報」 

 

 

毎年、火災によって多くの尊い命が奪われており、特に高齢者の死者数が

増加傾向にあります。現在、消防本部では、住宅防火の推進を最重要課題と

して、住宅用火災警報器の早期設置及び火災による被害の軽減を図るための

方法について、地域団体、市民団体などの講演会等で説明し、広く市民に火

災予防の啓発を行います。 

 

１ 場 所   申請団体が指定するところ（学校、公民館等を予定） 

２ 内 容   火災予防の講演会（住宅用火災警報器・初期消火法等） 

３ 講 師   予防担当職員 

４ 受 付   各団体からの申請により随時実施 

５ その他   広報かこがわ等でＰＲ 

 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

 

 

担当：予防係 

TEL ：079-427-6532 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

出前講座  

「おしえて！消

ちゃん先生」 

 

 

 

平成１４年度から、小学校の児童に教科書だけでは学べない体験的学習を実施

しています。 

将来の社会を担う子供たちが新しい視点、考え方で「防火・防災」について認

識を持ち、家庭・地域生活の中で実践していくことにより、災害に強いまちづく

りを目指すことを目的としています。また、消防職員が現場の体験を通じて「命

の大切さ」「命を守るために何ができるか」を訴えることにより、青少年の健全な

育成の一翼を担うものであります。 

 

１ 対象 加古川市消防本部管内（加古川市・稲美町・播磨町）全ての小学校３

年生の児童 

 

２ 内容 防火・防災のプロである消防職員が「ゲストティーチャー」として教

壇に立って現場の体験談を通して体験的学習、問題解決的学習を実践

する。 

 

３ 広報 加古川市・稲美町・播磨町それぞれの教育委員会を通じて各小学校に

PR を行う。 

 

５月を受付期間と

し６月以降学校サ

イドと日程調整し

実施 

 

担当：消防防災担当 

TEL ：079-427-6531 

議会事務局 

総務課 

議場公開 

「開かれた議場

づくり」 

議場を見学することにより、議会活動を身近に感じてもらえるよう、本会

議場の案内を行います。 

 

１ 対象   参加者が 10 名以上の学校、市民団体等 

２ 内容   施設・設備の説明 

議会についての説明 

３ 広報   議会だより、市のＨＰ 

 

随時（申し込みを受

け、日程調整のうえ

実施） 

担当：総務係 

TEL ：079-427-9303 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

教育指導部 

中央図書館 

 

「図書館１日体

験隊！」 

 

図書館内の見学や図書館業務体験を通じて、図書館をより身近に感じ、興味

を深めてもらうことを目的として平成 20 年度から開催しています。 

 毎回多くの参加希望者があり、抽選を行っています。実施後の参加者の感

想も概ね好評であり、平成 22 年度も引き続き実施します。 

 

１ 場  所   中央図書館 

２ 対  象   市内在住の小・中学生 

３ 内  容   図書館内見学及び本の貸出・返却、書架整理などの業務体験 

４ 定  員   各開催日につき 10 名程度（申込者多数の場合は抽選） 

５ その他   広報かこがわ等でＰＲ 

 

概ね年度中に３回

程度の開催を予定 

 

担当：中央図書館 

TEL ：079-425-5200 

学校教育課 学生スクールパ

ートナー派遣事

業 

 

 

 市内幼稚園、小・中・養護学校に在籍する特別支援の必要な幼児児童生徒

の学校園生活を応援するため、大学生及び大学院生をボランティアとして学

校園に派遣しています。 

 学生スクールパートナーは、学校教育課からの依頼を受けて要請のある学

校園に出向き、学校園長および担任教諭の指導のもと、特別な支援が必要な

幼児児童生徒に対し、個別指導の補助、集団生活での補助等を行います。 

 

１ 対    象  近隣の大学に通い、教育課程や心理学等を専攻している学生 

２ 募集人数  制限なし 

３ そ の 他  広報かこがわ等でＰＲ 

             近隣の大学へ募集要項を送付し学内広報でＰＲ 

平成 22 年４月～ 

平成 23 年３月 

（登録者の受付は

随時） 

担当：特別支援教育

係 

TEL ：079-427-9750 

教育研究所 こども映画会 教育研究所所有のビデオテープを使用して、こども向けの映画会を開催し

ます。 

 

１ 場  所   視聴覚センター（中央図書館２階） 

２ 内  容   童話、アニメ、伝記などを上映（１時間から２時間程度） 

３ 受  付   当日、先着順（定員 80 名） 午前・午後２回実施 

４ その他   広報かこがわ等でＰＲ 

５月５日 

こどもの日 

担当：教育研究所 

TEL ：079-423-3996 
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実施者（課） 事業名 事業内容 実施期日 お問い合わせ先 

教育研究所 名作映画会 教育研究所所有のビデオテープを使用して、映画会を開催します。 

 

１ 場  所   視聴覚センター（中央図書館２階） 

２ 内  容   懐かしい名作などを上映（１時間から２時間程度） 

３ 受  付   当日、先着順（定員 80 名） 

４ その他   広報かこがわ等でＰＲ 

毎月１回 担当：教育研究所 

TEL ：079-423-3996 

 


